
 

 

 

 

 

 

 

ここでは、全国平均や県平均よりも正答率が低かったものと、全国平均や県平均よりも正答率は高かったが課題が

あるものを掲載します。【今回は国語科についてお知らせします。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まどかっ子の学力  

令和 7 年 10 月 31 日    

第１６号  

円山小学校 

学校だより 

４月に実施された全国学力・学習状況調査の結果が発表されました。この調査は、毎年全国の小学校6年

生と中学校3年生を対象に行われるものです。調査は、教科（国語、算数、理科）と質問調査（学習意欲、学習

方法、学習環境、生活の諸側面等）です。 

（数字は平均正答率） 

 国語 算数 理科 

円山小学校 ７４％ ６７％ ６５％ 

福井県平均 ６９％ ６０％ ６１％ 

全国平均 ６６．８％ ５８％ ５７％ 

 

【国語】 

本校の特徴（○良好●課題） 

○漢字を文中で正しく使うことができる。 

○時間の経過による言葉の変化や世代によることばのちがいに気付くことができる。 

 

●条件に合わて文章を書く。 

手ぬぐいのいろいろな良さをまとめたものがあり、その中に「手ぬぐいはいろいろな物を包むことができる」と

あります。この一文をいくつかの条件に合わせてさらに詳しく説明する問題。 

（円山小６０.３％、 県６３．４％、 全国６１．３％） 

 

＜条件＞ 

① 「手ぬぐいはいろいろな物を包むことができる」の 

文を書き直し詳しくすること。 

② 右の【調べたこと】から言葉や文を取り上げて書くこと。 

③ 六十字以上、百字以内にまとめて書くこと。 

 

＜今後取り入れていくこと＞ 

・目的や意図に応じて、事実と感想や意見とを区別して書くなどして、書き表し方を工夫することができるよ

う指導をする。  

・書くことへの抵抗感を軽減するために、児童の「書きたい」と思う課題で書く活動を多く取り入れる。テーマ

や構成を考える段階で対話する場面を設けるなど、協働で取り組む活動を取り入れる。 

 

福井県は、国語、算数、理科ともに全国でも

上位の成績となっています。本校 6年生

は、その県平均を上回る大変素晴らしい結

果が出ています。 

円山小学校では、これらの内容を分析し、ど

のような力を求められているのかを考えま

した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回は国語科の結果と分析をお伝えしました。算数と理科についても順次お伝えします。 

●目的に応じて、文章や図表などを結び付けるなどして必要な情報をみつける。 

（円山小４４．９％、 県３９．１％、 全国４０．８％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後取り入れていくとよいこと＞    

・文章と図を結び付けて読み取ることを意識するようにする。 

・資料や図を使って説明する経験を増やす。説明の際は、言葉と図を対応させながら説明する。 

・音読する際は、会話文はそれぞれ誰が言った言葉なのか、文章中のかぎや句読点に気を付けて読む。 

 

 

 

 

 

「書き手の意図にせまる読みの視点」活用 

「文章と図表などを結び付けて読む力」の高まり 

文章全体と 
複数の図表
がどのように
結び付いて
いるか 

文章と図表
がどのよう
に結び付い
ているか 

文章を通し
て書き手が
伝えたいこ
とは何か 

★「文章と図を結び付けて読む・話

す」を意識できるようにする。 


